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発行　石川県立歴史博物館　 
〒920-0963 金沢市出羽町3番1号 
TEL.076（262）3236  FAX.076（262）1836

No.96 2010・7・15

◇会　　期

7月17日（土）～8月31日（火）
会期中無休

◇会　　場　第1特別展示室・第4展示室
◇主　　催　石川県立歴史博物館
◇特別協力　いしかわ動物園　石川県自然保護課
◇開館時間　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
◇入 館 料　一　般　　550円（440円）

大学生　　450円（360円）
高校生以下無料　65歳以上の方は440円
※（ ）内は20名以上の団体料金

◆れきはく学芸員による展示ツアー

日　時　 7月25日（日）・8月8日（日）
両日とも午後2時～3時

会　場　 第2ステージ（第1特別展示室）「鳥と人の500年」
※入館料が必要

◆村本義雄氏による展示ツアー

講　師　 村本義雄氏（日本中国朱鷺保護協会名誉会長）
日　時　 7月18日（日）・8月1日（日）

両日とも午後2時～3時
会　場　 第1ステージ（第4展示室）「トキ、命の軌跡」

※入館料が必要

◆特別セミナー　＜聴講無料＞

日　時　 7月19日（月・祝） 午後1時30分～3時
会　場　 学習ホール
講　師　 いしかわ動物園主任　竹田伸一氏
演　題　「トキ野生復帰への道

―動物園が取り組んだ復活作戦―」
※展覧会観覧の場合は入館料が必要

禽譜図解　前田利民筆　黒部市美術館蔵

トキ舞う空へ トキ舞う空へ トキ舞う空へ 

夏季特別展 

トキ舞う空へ 
鳥と人の文化史 
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道
の
り
を
、

古
文
書
・
絵

画
・
は
く

製
・
写
真
・

標
本
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
の

未
公
開
資
料

を
交
え
て
た

ど
り
ま
す
。

加
賀
藩
が

近
江
の
ト
キ

を
放
鳥
し
た

こ
と
、
加
賀

藩
の
絵
師
が
繁
殖
期
の
ト
キ
の
絵
を
描
い
て
い
た
こ
と
、
江

戸
時
代
は
ト
キ
の
羽
根
を
集
め
る
の
に
必
死
だ
っ
た
こ
と
、

百
年
前
ま
で
手
取
川
の
上
流
を
ト
キ
が
舞
っ
て
い
た
こ
と
、

昭
和
の
初
期
も
石
川
県
民
は
ト
キ
に
一
喜
一
憂
し
た
こ
と
、

な
ど
ト
キ
に
ま
つ
わ
る
秘
話
を
紹
介
し
ま
す
。

資
料
の
目
玉
は
、
本
州
最
後
の
ト
キ
・
能
里
の

り

の
声
の
録
音

テ
ー
プ
。
本
州
産
ト
キ
の
生
息
数
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
一

羽
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
に
佐
渡
へ
移
送
さ

れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
約
六
年
間
、
能
登
半
島
に
ひ
と
り
ぼ

っ
ち
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
能
里
は
、
ど
ん

な
思
い
で
鳴
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
マ
イ
ク

を
向
け
た
村
本
さ
ん
の
心
の
う
ち
は
・
・
・
・
。目
を
閉
じ
、

耳
を
す
ま
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
い
し
か
わ
動
物
園
へ
移
送
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至

る
ト
キ
の
記
録
映
像
を
八
十
五
イ
ン
チ
大
型
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

「
ト
キ
舞
う
空
へ
　
鳥
と
人
の 

  

文
化
史
」
開
催
に
む
け
て 

ト
キ
と
ヒ
ト
、鳥
と
ヒ
ト
の
未
来
を
さ
ぐ
る 

夏
季
特
別
展 

1

な
ぜ
、「
れ
き
は
く
」
で
ト
キ
展
？

平
成
二
十
二
年
一
月
八
日
に
佐
渡
の
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー

か
ら
四
羽
の
ト
キ
が
石
川
県
へ
移
送
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
は
、
本
州
で
最
後
の
ト
キ
の
生
息
地
で
し
た
。
命

の
軌
跡
を
長
く
見
守
り
つ
づ
け
た
県
民
に
と
っ
て
、
ト
キ
の

分
散
飼
育
に
は
、
は
か
り
し
れ
ぬ
思
い
が
あ
り
ま
す
。
戦
後

ま
も
な
く
一
人
で
行
動
を
お
こ
し
、
そ
し
て
少
し
ず
つ
賛
同

者
の
輪
を
ひ
ろ
げ
な
が
ら
保
護
を
す
す
め
て
き
た
村
本
義
雄

さ
ん
に
と
っ
て
は
と
り
わ
け
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
で
し
ょ

う
。今

回
、
ヒ
ト
の
歴
史
を
専
門
と
す
る
歴
史
博
物
館
が
、
ト

キ
を
展
覧
会
の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
は
、
ト
キ
が
ふ
た
た
び

石
川
の
空
を
舞
う
た
め
に
は
、
自
然
科
学
の
枠
組
み
で
の
努

力
の
ほ
か
に
、
ヒ
ト
と
の
関
係
の
再
検
証
と
未
来
設
計
が
必

要
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

ト
キ
は
、
人
里
は
な
れ
た
奥
山
や
ヒ
ト
を
寄
せ
付
け
な
い

断
崖
に
生
き
た
鳥
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヒ
ト
が
管
理
す
る
赤

松
の
上
に
巣
を
つ
く
り
、
ヒ
ト
が
開
い
た
水
田
や
溜
池
を
餌

場
と
し
た
鳥
、
つ
ま
り
、
ヒ
ト
の
暮
ら
し
に
よ
っ
て
生
き
ら

れ
た
鳥
で
し
た
。

一
方
に
お
い
て
、
ト
キ
が
絶
え
た
の
は
、
長
き
に
わ
た
る

狩
猟
圧
や
農
薬
散
布
、
里
山
開
発
な
ど
ヒ
ト
の
暮
ら
し
の
影

響
が
蓄
積
し
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ト
キ
の
生

存
と
死
滅
の
双
方
に
ヒ
ト
は
か
か
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
今
後
、
ト
キ
と
ど
う
つ
き
あ
っ
て
い
く
べ

き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
ヒ
ト
と
ト
キ
、

さ
ら
に
は
ヒ
ト
と
鳥
の
つ
き
あ
い
の
歴
史
を
、
北
陸
三
県
に

残
る
歴
史
資
料
や
、
村
本
義
雄
さ
ん
か
ら
県
へ
の
ご
寄
贈
資

料
（
歴
史
博
物
館
・
自
然
史
資
料
館
所
蔵
）
を
も
と
に
紹
介

し
、
両
者
の
共
生
の
未
来
を
考
え
ま
す
。

展
示
は
、
第
一
ス
テ
ー
ジ
「
ト
キ
、
命
の
軌
跡
」
と
第
二

ス
テ
ー
ジ
「
鳥
と
人
の
5
0
0
年
」
の
二
つ
の
会
場
か
ら
な

り
た
っ
て
い
ま
す
。歴
史
系
の
博
物
館
の
特
別
展
と
い
う
と
、

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
越
し
に
貴
重
な
史
料
を
眺
め
る
の
が
普
通
で

す
が
、
今
回
は
、
体
験
型
の
コ
ー
ナ
ー
を
充
実
さ
せ
、
ま
た

自
然
資
料
と
史
料
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
な
ど
、

多
元
的
な
展
示
を
試
し
ま
す
。

2

ト
キ
に
な
っ
て
里
山
を
飛
ぼ
う
！

―
体
感
す
る
第
一
ス
テ
ー
ジ
―

第
一
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ト
キ
の
保
護
に
半
生
を
さ
さ
げ
て

き
た
村
本
義
雄
さ
ん
の
収
集
資
料
を
通
し
て
、
ト
キ
の
生
態

の
な
ぞ
を
さ
ぐ
る
ほ
か
、
現
在
の
分
散
飼
育
に
い
た
る
長
い

村本さんが眉丈山で集めたトキの羽根
羽根の収集地から生息範囲を証し、禁猟区拡大の根拠とした。村本
さんの熱い思いが伝わる資料。

手取川上流を舞ったトキ　
金沢市立小将町中学校蔵
国内にもわずかしかない明治時代のはく
製。普段の公開は中学校の創立記念日1
日だけ。
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で
紹
介
し
ま
す
。
元
気
な
ト
キ
の
姿
を
細
部
ま
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

3

鳥
と
ヒ
ト
の
つ
き
あ
い
を
徹
底
検
証
　

―
知
識
を
深
め
る
第
二
ス
テ
ー
ジ
―

第
二
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ヒ
ト
と
鳥
が
い
か
に
多
様
か
つ
濃

密
な
つ
き
あ
い
を
し
て
き
た
か
、
十
六
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
検
証
し
ま
す
。
展
示
で
は
、
史
料
に
出
て
く
る
鳥
た
ち

の
存
在
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
は
く
製
と
史
料
を
複

合
さ
せ
た
文
理
融
合
型
の
展
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
目
玉
は
、
鳥
の
王
た
る
鷹
の
屏
風
で
す
。
十
六

世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
鷹
の
専
門
絵
師
と
し
て
ひ
ろ

く
知
ら
れ
た
橋は

し

本も
と

長
兵
衛

ち
ょ
う
べ
え

が
描
く
架か

鷹よ
う

図
（
敦
賀
市
立
博
物

館
所
蔵
・
敦
賀
市
指
定
文
化
財
）、
猿
・
兎
を
と
ら
え
る
場

面
を
奔
放
な
筆
致
で
描
い
た
桃
山
時
代
の
鷲
鷹
図
（
円
立
寺

蔵
・
大
野
市
指
定
文
化
財
）
な
ど
福
井
県
内
に
残
る
名
品
を

公
開
し
ま
す
。

ま
た
、
富
山
県
に
ち
な
む
も
の
と
し
て
、
九
代
富
山
藩
主

前
田
利と
し

幹つ
よ

（
一
七
七
二
〜
一
八
三
六
）
の
三
男
利と
し

民も
と

（
一
八

〇
六
〜
七
一
）
が
描
い
た
鳥

の
絵
巻
を
公
開
し
ま
す
。
十

代
藩
主
・
利と
し

保や
す

（
一
八
〇
〇

〜
五
九
）
は
日
本
を
代
表
し

た
本
草
学
者
の
一
人
で
し
た

が
、
利
民
も
そ
の
影
響
を
受

け
、
鳥
類
に
強
い
関
心
を
も

ち
ま
し
た
。
羽
根
の
一
枚
一

枚
に
ま
で
こ
だ
わ
る
観
察
力

と
筆
力
は
圧
巻
。

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
外

国
か
ら
金
沢
へ
は
る
ば
る
や

っ
て
き
た
珍
鳥
た
ち
の
写
生

図
（
石
川
県
立
工
業
高
等
学

校
蔵
）
も
初
め
て
公
開
し
ま

す
。
描
い
た
の
は
加
賀
藩
の

御
用
絵
師
・
梅
田
家
。
金
沢

の
寺
社
で
見
世
物
に
さ
れ
た

と
き
や
御お

細さ
い

工く

所じ
ょ

に
持
ち
込

ま
れ
た
際
に
写
し
た
も
の
で

す
。見
世
物
文
化
史
の
一
級
資
料
と
し
て
評
価
で
き
る
ほ
か
、

細
工
所
と
い
う
場
所
の
特
質
を
さ
ぐ
る
上
で
も
興
味
が
ひ
か

れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
気け

多た

神
社
の
鳥
た
ち
を
注
視
し
た
藩
主
た
ち

の
文
書
、加
賀
藩
八
家
・
横
山
家
に
伝
来
し
た
小
鳥
飼
育
書
、

加
賀
藩
に
代
々
仕
え
た
鷹
匠

た
か
じ
ょ
う
家
に
伝
わ
る
鷹
の
書
物
、
鷹
の

捕
獲
を
務
め
と
し
た
能
登
の
旧
家
の
伝
来
品
な
ど
、
鳥
文
化

の
深
み
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
を
一
挙
公
開
し
ま
す
。

鷹匠家に伝わる鷹の羽根図解　依田盛敬氏蔵
加賀藩鷹匠の知識量を実感できる一点。ほかに約80冊の鷹書を公開。
鷹匠は大変な勉強家であった。

体験メニューもたくさんあります!!
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石
川
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
案
内
　
　
　
　
　
　
（
税
込
定
価
）
一，

〇
〇
〇
円

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
品
目
録

三，

五
〇
〇
円

冷
泉
家
の
歴
史
と
文
化

一，

〇
〇
〇
円

モ
ダ
ン
の
調
べ
　
蓄
音
機

一，

〇
〇
〇
円

太
子
信
仰
と
北
陸
　
―
聖
徳
太
子
へ
の
あ
こ
が
れ
―

一，

二
〇
〇
円

永
光
寺
の
名
宝

一，

二
〇
〇
円

紀
尾
井
町
事
件
　
―
武
士
の
近
代
と
地
域
社
会
―

一，

七
〇
〇
円

祝
い
絵
　
―
デ
ィ
ス
プ
レ
ィ
の
民
俗
誌
―

二，

〇
〇
〇
円

能
楽
　
―
加
賀
宝
生
の
世
界
―

一，

二
〇
〇
円

利
家
と
ま
つ
の
生
き
た
時
代
　
―
戦
い
・
く
ら
し
・
女
た
ち
―

一，

九
〇
〇
円

景
勝
を
め
ぐ
る
　
―
い
し
か
わ
の
景
観
史
―

一，

二
〇
〇
円

い
し
か
わ
の
歌
仙
絵
馬

一，

四
〇
〇
円

風
俗
画
伯
　
巌
如
春
　
―
都
市
の
記
憶
を
描
く
―

一，

四
〇
〇
円

源
平
合
戦
と
北
陸
　
―
義
経
伝
説
を
育
ん
だ
ふ
る
さ
と
―

一，

六
〇
〇
円

加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
―

二
〇
〇
円

昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―

一，

〇
〇
〇
円

石
川
の
お
宝
史
　
―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―

三
〇
〇
円

弥
生
ム
ラ
の
風
景
　
―
越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流
―

一，

二
〇
〇
円

御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧

三
〇
〇
円

肖
像
画
に
み
る
加
賀
藩
の
人
々

一，

四
〇
〇
円

K
O
S
O
D
E

百
・
華
・
繚
・
乱
　
―
丸
紅
所
蔵
衣
裳
名
品
展
―

五
〇
〇
円

春
日
懐
紙

五
〇
〇
円

本
願
寺
展
　
―
世
界
遺
産
の
歴
史
と
至
宝
―

二，

三
〇
〇
円

シ
ャ
ル
ジ
ャ
、
砂
漠
と
海
の
文
明
交
流
―
ア
ラ
ビ
ア
の
歴
史
遺
産
と
文
化
―

一，

三
〇
〇
円

ト
キ
舞
う
空
へ
　
鳥
と
人
の
文
化
史
　
最
新
刊

一，

〇
〇
〇
円

※
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
中
。
定
価
は
す
べ
て
税
込
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

当
館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
刊
行
物

案
内
（
図
録
等
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。（
電
話
〇
七
六
│
二
六
二
│
三
二
三
六
）

主
な
刊
行
物
の
ご
案
内

貸
出
中
の
館
蔵
品

他
の
施
設
で
も
見
ら
れ
る
歴
博
の
貴
重
資
料

歴
博
の
館
蔵
資
料
は
総
数
約
十
六
万
点
に
も
及
び
ま
す
が
、
そ
の

一
部
は
、
県
内
外
を
問
わ
ず
、
他
館
の
展
覧
会
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
放
送
局
や
出
版
社
へ
の
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
な
ど
の
貸
し
出
し
も
、
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
や
催

し
物
な
ど
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
業
務
で
す
が
、
こ

れ
も
博
物
館
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
な
の
で
す
。

・
「
上
杉
謙
信
書
状
（
遊
佐
登
松
丸
宛
）」

・
「
日
の
丸
陣
羽
織
（
長
尚
連
所
用
）」

・
「
銭
九
曜
紋
陣
羽
織
（
長
尚
連
所
用
）」

計
三
点

開
館
10
周
年
記
念
特
別
展
「
日
本
海
の
至
宝
」

七
月
二
十
四
日（
土
）〜
九
月
五
日（
日
）

会
場
：
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館

（
新
潟
県
長
岡
市
・
〇
二
五
八
―
四
七
―
六
一
三
四
）

・
「
珠
洲
大
甕
」

・
「
珠
洲
綾
杉
叩
き
壷
」

・
「
珠
洲
秋
草
文
壷
」

・
「
珠
洲
双
耳
水
注
」

計
四
点

特
別
展
「
古
陶
の
譜
　
中
世
の
や
き
も
の
―
六
古
窯
と
そ
の
周
辺
」（
巡
回
展
）

九
月
四
日（
土
）〜
十
二
月
十
二
日（
日
）

会
場
：
M
I
H
O

M
U
S
E
U
M

（
滋
賀
県
甲
賀
市
・
〇
七
四
八
―
八
二
―
三
四
一
一
）

上杉謙信書状

日の丸陣羽織珠洲綾杉叩き壷珠洲秋草文壷
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春の歴史散歩「金沢駅周辺の史跡をめぐる」

五
月
十
四
日
、
二
十
二
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

春
の
歴
史
散
歩
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
月
に
し
て

は
肌
寒
い
一
日
で
し
た
が
、
安
江
、
堀
川
両
町
を

め
ぐ
り
、
歩
く
う
ち
に
絶
好
の
散
歩
日
和
と
な
り

ま
し
た
。
大
き
な
通
り
を
少
し
入
っ
た
だ
け
で
、

昔
な
が
ら
の
家
並
み
が
残
る
風
景
に
入
り
込
み
ま

し
た
。
ま
た
、
安
江
八
幡
宮
と
久
昌
寺
で
は
丁
寧

な
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
普
段
か
ら
人
通
り
の

多
い
地
域
で
す
が
　
ゆ
っ

く
り
歩
く
こ
と
で
新
し
い

発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

六
月
二
十
五
日
、
三
十
九
名
の

参
加
を
得
て
恒
例
の
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開
催
。
タ
イ
ト
ル
通
り
、
近
い

ゆ
え
に
ゆ
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ

ま
り
な
い
高
岡
を
再
発
見
。
午
前
は
、
市
内
に
残

る
伝
統
的
な
町
並
み
散
策
で
、
土
蔵
造
り
家
屋
の

山
町
筋
と
千
本
格
子
の
町
家
が
特
徴
の
金
屋
町
を

歩
き
ま
し
た
。
昼
食
後
、
午
後
は
バ
ス
で
伏
木
地

区
へ
移
動
し
て
、
勝
興
寺
と
国
泰
寺
を
見
学
。
丁

寧
な
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
大
掛
か

り
な
修
復
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
勝
興
寺
で
は
、

工
事
現
場
で
直
接
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ャ
ル
ジ
ャ
展
開
催
初
日
、

二
日
目
の
四
月
二
十
四
日
と
二

十
五
日
、
開
催
記
念
イ
ベ
ン
ト

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
カ
リ
グ
ラ

フ
ィ
ー（
ア
ラ
ビ
ア
書
道
）の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
幾
何
学
模
様

に
文
字
を
飾
り
、
神
の
言
葉
で
あ
る
「
コ
ー
ラ
ン
」

を
記
す
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
ア
ラ
ビ
ア
の
最
高
芸
術

の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ジ

ャ
ラ
フ
先
生
と
日
本
書
道
の
宇
多
先
生
に
よ
る
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
期
間
中
は
「
ア
ラ
ビ
ア
文
字
で
名
前

を
書
こ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

「シャルジャ、砂漠と海の文明交流」展が終了

四
月
二
十
三
日
に
シ
ャ
ル
ジ

ャ
首
長
を
お
迎
え
し
て
盛
大
に

開
会
し
た
、「
シ
ャ
ル
ジ
ャ
」

展
が
終
了
し
ま
し
た
。
関
連
企

画
と
し
て
、
ア
ラ
ビ
ッ
ク
コ
ー

ヒ
ー
の
提
供
や
シ
ャ
ル
ジ
ャ
音
楽
隊
の
公
演
な
ど

が
行
わ
れ
、
期
間
中
は
「
ア
ラ
ビ
ア
の
民
族
衣
装

を
着
て
み
よ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
人
気
で
し
た
。

ま
た
記
念
講
演
会
で
は
、
金
沢
大
学
教
授
の
佐
々

木
達
夫
氏
が
「
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
掘
る
」
と
題
し

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
原
油
輸
入
に
関
し
て
日
本

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
、
ア
ラ
ビ
ア
地
域
の
歴

史
と
文
化
に
触
れ
た
四
十
四
日
間
で
し
た
。

れきはくメイトバスツアー　高岡・再発見 ワークショップ「カリグラフィー講座」
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催事日録 

（
8
〜
9
月
）

行
事
日
程

行
事
日
程 

◎
開
講
時
間
：
午
後
2
時
〜

◎
会
　
　
場
：
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
各
関
係
展
示
室

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
学
習
ホ
ー
ル

◎
受

講

料
：
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
展
示
室
内
行
事
に
つ
き
、

入
館
料
が
必
要

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
無
料

◎
申
し
込
み
：
不
要
　
※
当
日
受
付
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

8
/
6
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

戦
時
下
の
く
ら
し
と
代
用
品

（
学
芸
主
任
　
大
井
理
恵
）

8
/
21
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

鳥
が
さ
え
ず
る
日
本
史

（
学
芸
専
門
員
　
大
門
　
哲
）

9
/
10
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

縄
文
時
代
の
食
生
活

（
学
芸
主
任
　
三
浦
俊
明
）

9
/
18
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

雨
乞
い
の
考
古
学

（
学
芸
主
幹
　
戸
澗
幹
夫
）

人
事
異
動
（
4
月
6
日
付
）

転
　
入

総
務
課
　
主
任
企
画
管
理
専
門
員
　
森
　
孝
弘（金

沢
県
税
事
務
所
よ
り
）

学
芸
課
　
学
芸
主
任
　
三
浦
俊
明
（
白
山
ろ
く
民
俗
資
料
館
よ
り
）

普
及
課
　
学
芸
専
門
員
　
小
森
康
弘
（
野
々
市
明
倫
高
等
学
校
よ
り
）

転
　
出

総
務
課
　
主
任
企
画
管
理
専
門
員
　
桂
　
修
（
金
沢
港
湾
事
務
所
へ
）

学
芸
課
　
学
芸
主
任
　
小
西
洋
子
（
白
山
ろ
く
民
俗
資
料
館
へ
）

普
及
課
　
学
芸
主
査
　
永
井
　
浩
（
金
沢
北
陵
高
等
学
校
へ
）

昇
　
任

学
芸
専
門
員
　
大
門
　
哲

学
芸
主
任
　
　
大
井
理
恵
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本
多
の
森
か
ら

梅
雨
の
晴
れ
間
の
陽
気
の
も
と
、
バ
ス
ツ
ア
ー
で
お
隣
の
高
岡
市
を
訪
れ
ま

し
た
。
見
学
地
の
一
つ
勝
興
寺
は
、
重
要
文
化
財
の
建
造
物
十
二
棟
を
、
二
十

年
が
か
り
で
修
理
し
て
い
る
最
中
で
す
。
今
回
は
特
別
に
工
事
現
場
に
入
れ
て

い
た
だ
き
、
修
理
の
様
子
を
間
近
に
拝
見
し
ま
し
た
。
解
体
さ
れ
た
建
材
が
一

本
一
本
並
べ
ら
れ
、
文
化
財
建
造
物
の
修
理
が
手
間
を
か
け
て
丁
寧
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
歴
史
博
物
館
の
赤
レ
ン
ガ
棟
も
、
建
て
ら
れ
て
約
百
年
が
経
過
し
た

重
要
文
化
財
で
す
。
数
年
後
に
予
定
し
て
い
る
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
、
こ

の
赤
レ
ン
ガ
棟
の
価
値
と
独
特
の
雰
囲
気
を
生
か
し
つ
つ
、
ど
う
活
用
し
て
い

く
か
、
と
い
う
点
か
ら
検
討
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
新
し
く
建
て
た
方
が

楽
だ
な
あ
…
」
と
ぼ
や
か
ず
、
大
切
な
文
化
財
建
造
物
を
後
世
に
残
す
た
め
、

私
た
ち
も
手
間
ひ
ま
か
け
な
い
と
、
と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

大
砲
の
威
力
や
い
か
に
？

「
わ
っ
、
こ
れ
本
物
!?
」

「
こ
れ
っ
て
、
ど
う
や
っ
て
撃
つ
ん
!?
」

「
本
当
に
撃
っ
た
ん
!?
」

こ
ん
な
質
問
を
次
か
ら
次
へ
と
浴
び
せ
か
け
て
く
る
の

は
、
小
学
生
の
男
児
グ
ル
ー
プ
。
こ
こ
第
6
展
示
室
で
大
砲

が
展
示
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
は
、
向
か
い
側
の
エ
レ
キ
テ

ル
と
並
ん
で
、
子
供
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
人
気
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

幕
末
の
頃
、
海
防
上
の
必
要
か
ら
、
幕
府
を
は
じ
め
各
藩

で
は
競
っ
て
大
砲
の
鋳
造
を
手
が
け
ま
し
た
。
加
賀
藩
で
も

弘
化
年
間
（
一
八
四
四
〜
四
七
）
に
は
、
後
に
壮そ

う

猶ゆ
う

館か
ん

（
藩

校
）
で
活
躍

し
た
斉
藤
三

九
郎
や
河
野

久
太
郎
に
よ

る
試
し
撃
ち

の
記
録
も
あ

り
、
結
構
盛

ん
に
大
砲
が

作
ら
れ
て
い

た
よ
う
で

す
。
展
示
さ

れ
て
い
る
大

砲
も
、
お
そ

ら
く
こ
う
し
た
中
で
生
ま

れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
こ
の
大
砲
で
す

が
、
実
は
高
岡
銅
器
の
技

術
で
製
作
さ
れ
た
複
製

品
。
本
物
は
仙
台
市
の
東

北
大
学
総
合
学
術
博
物
館

に
あ
る
青
銅
カ
ノ
ン
砲
で

す
。
砲
身
に
は
「
嘉
永
癸

丑
復
月
吉
」
の
記
年
銘
が
あ
り
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年

十
一
月
、
ペ
リ
ー
来
航
年
（
来
航
は
六
月
）
の
製
作
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
用
明
宿
壮
」「
征
夷
府
儒

臣
佐
藤
担
銘
」「
加
州
藩
士
河
三
亥
隷
」
と
い
う
銘
文
も
あ

り
ま
す
。「
用
明
宿
壮

よ
う
め
い
し
ゅ
く
そ
う

」
は
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と

い
う
よ
う
な
意
味
、「
佐
藤
担た

ん

」
は
幕
府
の
陽
明
学
者
で

昌
平
黌

し
ょ
う
へ
い
こ
う

教
授
の
佐
藤
一
斎
、「
河
三

か
わ
み
つ

亥い

」
は
加
賀
藩
の
儒
学

者
で
、「
幕
末
の
三
筆
」
と
称
さ
れ
た
能
書
家
で
も
あ
る
市

川
米べ

い

庵あ
ん

の
こ
と
で
す
。
い
わ
ば
こ
の
大
砲
は
当
代
一
の
学
者

と
書
家
に
よ
る
銘
を
持
つ
、
大
変
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
の
で
す
。

そ
こ
で
仙
台
に
あ
る
実
物
の
青
銅
大
砲
、
こ
れ
が
実
戦
で

使
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
当
時

の
鋳
造
技
術
で
は
、
発
砲
時
の
衝
撃
に
耐
え
ら
れ
る
も
の
は
、

佐
賀
藩
の
反
射
炉
で
の
製
造
品
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
異
国
船
の
来

航
に
際
し
て
台
場
な
ど
に
威
嚇
用
と
し
て
据
え
付
け
ら
れ

た
、
い
わ
ば
ダ
ミ
ー
（
偽
装
）
砲
と
い
え
る
も
の
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

※
ト
リ
ヴ
ィ
ア
＝
雑
学
的
な
事
柄
や
知
識
、
豆
知
識
。

「嘉永」の記年銘

秋
季
特
別
展

徳
川
将
軍
家
と
加
賀
藩

9
月
23
日
（
木
・
祝
）
〜
11
月
3
日
（
水
・
祝
）

徳
川
将
軍
家
か
ら
加
賀
前
田
家

に
嫁
が
れ
た
、
珠
姫
・
大
姫
・
溶

姫
ら
の
婚
礼
に
係
わ
る
資
料
に
、

篤
姫
や
和
宮
の
婚
礼
調
度
品
を
加

え
、
将
軍
家
と
加
賀
前
田
家
と
の

濃
密
な
関
係
を
探
り
ま
す
。

次
回
の
展
覧
会

東照大権現像　
尾B神社蔵

7
月
15
日
（
木
）〜
16
日
（
金
）

2
日
間

8
月
　
休
館
日
な
し

9
月
1
日
（
水
）〜
3
日
（
金
）

3
日
間

9
月
21
日
（
火
）
・
22
日
（
水
）

2
日
間

※
歴
史
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
夏
季
特
別
展
の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る
た

め
、
次
の
期
間
中
は
休
止
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

7
月
8
日
（
木
）〜
9
月
7
日
（
火
）

展
示
替
え
に
よ
る
休
館
日
（
7
〜
9
月
）


